
(57)【実用新案登録請求の範囲】
【請求項１】  上下に貫通する開口部を形成した切断定
盤の下方に集煙枠を設け、この集煙枠を複数のブロック
に分割し、分割した各ブロック内側壁を、上部開口部か
ら底面側に向かって狭く形成すると共に、底面側の上方
に内側壁との間に隙間を設けて、断面逆Ｖ字形の反射板
を兼ねる整流板を取付け、この整流板の下方に排気口を
形成し、この排気口をダクトを介して集塵機に接続する
と共に、前記排気口又はダクトにダンパーを取付け、且
つ切断定盤の上方をＸーＹ方向に移動する切断トーチの
位置を検出してこの下方に対向する各ブロックに取付け
られた前記ダンパーを開閉する検知機構を設けたことを
特徴とする金属切断ガス排気装置。
【考案の詳細な説明】
【０００１】

【産業上の利用分野】本考案は金属板を切断する時に発
生するガスを効率よく吸引して排気する装置に関するも
のである。
【０００２】
【従来の技術】一般にＮＣプラズマ切断装置１は、図７
及び図８に示すようにスノコ状に形成された切断定盤２
の上に切断する金属板３を載せて、ＮＣ制御により切断
トーチ10を移動させて所望の形状に切断している。この
プラズマにより切断する時に、金属板３が高温に加熱さ
れるため切断面から下方に向って切断ガス（ヒューム）
４が発生するので、切断定盤２の下方を箱状の集煙枠５
で囲って、この集煙枠５の側壁６に設けた排気口７から
ダクト８を通して集塵機９で処理してから屋外へ排出し
ている。
【０００３】このＮＣプラズマ切断装置１による切断方
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法は、帯状の鉄板を間隔をおいて立ててスノコ状に配置
して上下に貫通する開口部を形成した切断定盤２の上
に、先ず大きな金属板３を載せて、金属板３の端部側か
ら切断トーチ10をＮＣ制御してＸーＹ方向に移動させな
がら所望の形状に切断し、切断した金属板３を１枚ずつ
取出している。切断定盤２の大きさは、例えば縦２ｍ、
横３ｍ程度の切断能力の最大限に合わせて形成され、集
煙枠５はこの切断定盤２の下方を大きな箱状の枠で囲っ
た構造をなしている。
【０００４】切断定盤２の全体を覆うような大きな金属
板３を切断して行く場合、最初は箱状の集煙枠５の上部
が覆われているため切断ガス４は排気口７から吸引され
て作業場内に漏れない。しかし所望の形状に小さく切断
された金属板３を１枚ずつ取り出して行くと、切断定盤
２が次第に露出して開口部が広くなり、集煙枠５の底面
で跳ね返った切断ガス４がスノコ状の開口部から作業場
内に漏れてきて作業環境を悪くする問題がある。特に小
さな金属板３から切断する場合には、初めから切断定盤
２が露出しているので切断ガス４が多量に漏れる問題が
ある。また集煙枠５の底面で反射した切断ガス４やドロ
スが跳ね返って外部に漏れたり、ドロスが製品となる切
断された金属板３に付着したりする問題もあった。
【０００５】これを改善するため能力の大きい集塵機９
を取付けて、集煙枠５内に噴出した切断ガス４を確実に
吸引して、作業環境内に漏れるのを防止し、集塵処理し
たガスを屋外に排出すようにすれば良い。しかしなが
ら、このためには大型の集塵機９を設置する必要がある
ため設備費が高くなり、現状では発生する切断ガス４の
一部しか処理されていないのが実状である。このような
切断ガス４による環境問題からＮＣプラズマ切断装置の
設置や増設を憂慮している企業もあり、この対策が望ま
れていた。
【０００６】
【考案が解決しようとする課題】本考案は上記欠点を除
去し、切断する金属板が小さい場合にも小さな能力の集
塵機で効率良く切断ガスを吸引して作業環境への漏洩を
少なくすると共に、ドロスの跳ね返えりを阻止して切断
された金属板への付着を防止した金属切断ガス排気装置
を提供することを目的とするものである。
【０００７】
【課題を解決するための手段】本考案の請求項１記載の
金属切断ガス排気装置は、上下に貫通する開口部を形成
した切断定盤の下方に集煙枠を設け、この集煙枠を複数
のブロックに分割し、分割した各ブロック内側壁を、上
部開口部から底面側に向かって狭く形成すると共に、底
面側の上方に内側壁との間に隙間を設けて、断面逆Ｖ字
形の反射板を兼ねる整流板を取付け、この整流板の下方
に排気口を形成し、この排気口をダクトを介して集塵機
に接続すると共に、前記排気口又はダクトにダンパーを
取付け、且つ切断定盤の上方をＸーＹ方向に移動する切

断トーチの位置を検出してこの下方に対向する各ブロッ
クに取付けられた前記ダンパーを開閉する検知機構を設
けたことを特徴とするものである。
【０００８】
【作用】本考案の請求項１記載の考案の作用は、金属板
を上下に貫通する開口部を形成した切断定盤の上に載せ
て切断装置を作動させると、この上を切断トーチが移動
して所望の形状に切断する。この時、切断トーチが複数
に分割されたブロックの１つの上に位置していると、こ
れを検知してこの下方のブロックに連通するダンパーが
開いて、集塵機により切断トーチが位置しているブロッ
ク内だけが吸引され、切断ガスの作業環境への漏洩を少
なくすることができる。
【０００９】更にこの場合、切断トーチにより金属板が
切断されると、このとき発生する切断ガスやドロスが下
方に向かって集煙枠内に噴出するが、各ブロックの内側
壁は上部開口部から底面側に向かって狭く形成されてい
るので、これに沿って流れ、更に断面逆Ｖ字形の整流板
と内側壁との間の狭い間隙を通って底面側に流れるので
効率よく切断ガスやドロスを吸引することができる。ま
た集煙枠の底面側の上方には、断面逆Ｖ字形の反射板を
兼ねる整流板が設けられているので、底面で反射して上
昇する切断ガスやドロスは、断面逆Ｖ字形の整流板で下
方に反射されて底面側に捕捉され、更に効率よく切断ガ
スやドロスを吸引することができる。
【００１０】
【実施例】以下本考案の実施例を図１ないし図６を参照
して詳細に説明する。ＮＣプラズマ切断装置１は、図２
に示すようにＸ方向ガイドレール12の上にＹ方向ガイド
レール13が移動自在に設けられ、このＹ方向ガイドレー
ル13に沿って切断トーチ10が移動できるようになってい
る。切断定盤２は、帯状の鉄板を間隔をおいて立ててス
ノコ状に配置して上下に貫通する開口部を形成した構造
をなし、この切断定盤２の下方に上部を開口した箱状の
集煙枠５が設けられている。この集煙枠５は３個のブロ
ック15ａ、15ｂ、15ｃに分割されている。この３分割さ
れたブロック15ａ、15ｂ、15ｃを夫々構成する４つの内
側壁16…が、上部開口部から底面側に向かって狭く形成
され、底部に長手方向に沿って凹溝17が形成されてい
る。更にこの凹溝17の上方に、左右の内側壁16、16と間
隙18を設けて断面逆Ｖ字形の整流板19が取付けられてい
る。
【００１１】更に各ブロック15ａ、15ｂ、15ｃの凹溝17
の一端側は図３に示すように、集煙枠５の側壁６に設け
た排気口７を通って分岐したダクト８ａ、８ｂ、８ｃに
連通し、このダクト８ａ、８ｂ、８ｃに夫々ダンパー20
ａ、20ｂ、20ｃが取付けられている。このダクト８ａ、
８ｂ、８ｃは図２に示すようにダクト８を介して集塵機
９に接続されている。
【００１２】前記ダンパー20ａ、20ｂ、20ｃは図４およ
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び図５に示すように、円形のシャッター板21の中心が軸
22に支持され、この軸22にアーム23を介してエアーシリ
ンダー24ａ、24ｂ、24ｃの先端が回動自在に連結されて
いる。更にこのエアーシリンダー24ａ、24ｂ、24ｃに電
磁弁25ａ、25ｂ、25ｃが接続され、エアー配管26からエ
アーシリンダー24ａ、24ｂ、24ｃに供給するエアーの開
閉を行なうようになっている。
【００１３】また前記Ｘ方向ガイドレール12の切断定盤
２と対向する側面には図２に示すように、集煙枠５の各
ブロック15ａ、15ｂ、15ｃのＸ方向の長さよりやや長い
３枚のスイッチ作動板30ａ、30ｂ、30ｃがその端部を重
ねて、Ｘ方向に位置をずらせて各ブロック15ａ、15ｂ、
15ｃの側面に対向して取付けられている。更に位置をず
らせたスイッチ作動板30ａ、30ｂ、30ｃに対応して、図
３に示すようにＹ方向ガイドレール13の下面に３個のリ
ミットスイッチ31ａ、31ｂ、31ｃが取付けられている。
【００１４】またこのリミットスイッチ31ａ、31ｂ、31
ｃとダンパー20ａ、20ｂ、20ｃの制御回路は図６に示す
ように、電源32にリミットスイッチ31ａ、31ｂ、31ｃが
夫々並列に接続され、更にこのリミットスイッチ31ａ、
31ｂ、31ｃに夫々電磁弁25ａ、25ｂ、25ｃが直列に接続
されている。また電磁弁25ａ、25ｂ、25ｃは夫々エアー
供給源33に接続され、スイッチ作動板30ａ、30ｂ、30ｃ
に対応するリミットスイッチ31ａ、31ｂ、31ｃがオンす
ると、これに接続された電磁弁25ａ、25ｂ、25ｃが作動
してエアー供給源33からエアー配管26を通してエアーが
供給されてエアーシリンダー24ａ、24ｂ、24ｃが作動
し、シャッター板21が回転するようになっている。
【００１５】上記構造の排気装置により切断ガス４を排
気しながらＮＣプラズマ切断装置１で金属板３を切断す
る作用について説明する。先ず図１に示すように金属板
３をスノコ状の切断定盤２の上に載せる。次にＮＣプラ
ズマ切断装置１を作動させるとプログラムに従ってＸ方
向ガイドレール12の上をＹ方向ガイドレール13が移動す
ると共に、この上を切断トーチ10がＹ方向に移動して所
望の形状に切断する。
【００１６】この時、切断トーチ10がブロック15ｃの上
に位置しているとすると、Ｙ方向ガイドレール13の底面
に取付けたリミットスイッチ31ｃだけがスイッチ作動板
30ｃに接触して、図６に示すようにリミットスイッチ31
ｃがオンして電源32から通電されて電磁弁25ｃが作動し
てエアー配管26からエアーシリンダー24ｃにエアーが供
給される。この結果、シリンダーロッドが伸出すると、
アーム23を介して軸22が回転してシャッター板21が図５
に示すように回転してダクト８ｃが開放されて、ブロッ
ク15ｃ内の切断ガス４が集塵機９により吸引される。
【００１７】切断トーチ10のプラズマにより金属板３が
切断されると、このとき発生する切断ガス４やドロスが
下方に噴出するが、図１に示すようにブロック15ｃの内
側壁16…は上部開口部から底面側に向かって狭く形成さ

れ、中間に断面逆Ｖ字形の整流板19が設けられて集塵機
９により吸引されているので、内側壁16…や整流板19に
沿って切断ガス４やドロスが案内され、狭い間隙18を通
って凹溝17に落下するが間隙18が狭くなっているのでこ
こを下方に向かって通過するガスの流速が速くなり効率
よく吸引される。
【００１８】更にブロック15ｃの凹溝17の底面で反射し
て跳ね返った切断ガス４やドロスは、整流板19が断面逆
Ｖ字形に形成され、この底面が反射板を兼ねているの
で、この下面で下方に反射して、凹溝17内に一旦流入し
た切断ガス４やドロスはここに捕集され間隙18から上昇
しない。この時、ブロック15ａ、15ｂのダンパー20ａ、
20ｂは閉じているので集塵機９により狭いブロック15ｃ
内だけが吸引される。
【００１９】切断トーチ10がブロック15ｃの上から、隣
接するブロック15ｂの上の金属板３側に移行するとき、
境界部近傍では図２に示すようにスイッチ作動板30ｂ、
30ｃが重ねて取付けてあるので、リミットスイッチ31ｂ
もスイッチ作動板30ｂに接触してオンし、これに連動す
るダンパー20ｂのシャッター板21が回動して、ブロック
15ｂ、15ｃの両者が集塵機９で吸引される。
【００２０】このようにして、ブロック15ｃ上の金属板
３が所定の形状に切断されたら、これを切断定盤２から
取り除く。この後、切断トーチ10が中間のブロック15ｂ
に移動して、この部分の金属板３の切断作業が始まる
と、リミットスイッチ31ｃはスイッチ作動板30ｃから離
れてオフし、電磁弁25ｃが切替ってエアーシリンダー24
ｃのシリンダーロッドが収縮してダンパー20ｃが閉じ、
ブロック15ｃ内の吸引が停止する。またブロック15ａ、
15ｂ、15ｃの内側壁16…は上部開口部から底面側に向か
って狭く形成されているので、切断時に発生するドロス
は凹溝17内に溜り清掃除去が容易である。
【００２１】なお上記実施例では集煙枠５を３個のブロ
ック15ａ、15ｂ、15ｃに分割した場合について示したが
これに限定されず４分割、５分割など複数に分割した構
造であれば良い。また切断トーチ10の位置を検出して対
応するブロック15ａ、15ｂ、15ｃに連通するダンパー20
ａ、20ｂ、20ｃを開閉する機構は、リミットスイッチ31
ａ、31ｂ、31ｃがスイッチ作動板30ａ、30ｂ、30ｃと接
触する構造に限らず、ＮＣプラズマ切断装置１のプログ
ラムに組込んで、切断トーチ10の位置から直接、ダンパ
ー20ａ、20ｂ、20ｃを作動させるようにしても良い。ま
た上記実施例ではＮＣプラズマ切断装置に適用した場合
について示したがレーザー切断装置やガス切断装置など
金属板の切断時に切断ガスが発生するものに広く適用す
ることができる。
【００２２】
【考案の効果】以上説明した如く本考案に係る金属切断
ガス排気装置によれば、切断定盤の下方を囲む集煙枠を
複数のブロックに分割し、分割した各ブロックに排気口
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を夫々設け、この排気口に連通するダンパーを夫々設け
て、切断トーチが位置しているブロック内だけが集塵機
により吸引されるので、切断する金属板が小さい場合に
も小さな能力の集塵機で効率良く切断ガスを吸引して作
業環境への漏洩を少なくすることができる。
【００２３】更にブロックの底面で反射して跳ね返った
切断ガスやドロスは、整流板が断面逆Ｖ字形に形成さ
れ、この底面が反射板を兼ねているので、この下面で下
方に反射して、底部に一旦流入した切断ガスやドロスは
ここに捕集され間隙から上昇せず、切断された金属板へ
の付着を防止すると共に、底部に溜ったドロスの清掃除
去作業が容易である。
【図面の簡単な説明】
【図１】本考案の一実施例による金属切断ガス排気装置
を示す縦断正面図である。
【図２】図１の金属切断ガス排気装置を示す平面図であ
る。
【図３】図２の金属切断ガス排気装置を示す縦断側面図
である。
【図４】図２のダンパーが閉じている状態を示す横断平
面図である。
【図５】図４のダンパーが開いている状態を示す横断平
面図である。
【図６】リミットスイッチとダンパーの制御回路を示す
回路図である。
【図７】従来の金属切断ガス排気装置を示す平面図であ

る。
【図８】図７の金属切断ガス排気装置を示す縦断正面図
である。
【符合の説明】
１    ＮＣプラズマ切断装置
２    切断定盤
３    金属板
４    切断ガス
５    集煙枠
７    排気口
８    ダクト
９    集塵機
10    切断トーチ
12    Ｘ方向ガイドレール
13    Ｙ方向ガイドレール
15ａ  ブロック
15ｂ  ブロック
15ｃ  ブロック
16    内側壁
17    凹溝
20ａ  ダンパー
21ａ  エアーシリンダー
25ａ  電磁弁
30ａ  スイッチ作動板
31ａ  リミットスイッチ

【図１】 【図４】

【図５】
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【図２】

【図３】 【図６】

【図７】 【図８】

(5)                           実登２５８０３４３


